	数学　紙テープを切る（２）

	日時：平成20年6月7日（土）3校時（50分）
	対象：中学1年AB組(女子20名)　場所：１B教室

	目的〕　
（１）予想のつかない問題に対して，実験を繰り返して根気強く調べる態度を養う。
（２）実験結果を説明する手段を考えることで，結果を整理してまとめる力を付ける。

（３）形が異なっているものについて，空間図形としての共通な性質を見つける。

	〔指導時間〕
１時間目　　　２時間目(本時)

	〔準備〕
　直線紙テープ（1人3本），十字型紙テープ（1人4～5本），はさみ，セロテープ，プリント


	時間
	授業内容・活動
	留意点

	10分

5分

10分

10分

5分
	１　前時の復習

(1) 　直線テープ

(a) ひねらずに端と端を付けて輪を作る。

(c) 　片方の端を360°（1回転）ひねって輪を作る。

(2) 十字型テープ

(1) ２組の端を同じ向きにテープをひねって輪を作る。

(2) ２組の端を違う向きにテープをひねって輪を作る。

　(a)，(c)，(ア)，(イ)のテープの真ん中を１周切る。

→　〔結果〕(a)と(ア)は2本の離れたテープ，(c)と(イ)は2本の絡んだテープになった。

２　課題の確認

　最初の疑問は「何故(ア)と(a)は離れて，(イ)と(c)は絡むのか？」

→　しかし，この問題に答えるのは難しい。

→　そこで，(ア)と(a)，(イ)と(c)がそれぞれ何故同じ結果になるのかを説明してみよう。

→　方法は？

→　切り離されるテープの様子を絵に表してみよう。

→　その前に，「絡んでいる２本の輪」と「離れている２本の輪」の様子は前時にどういう絵で表せたか確認する。

２　直線テープの(c)の場合をもう一度作り，テープの真ん中を切り離す手前まで切る。

→　(a)，(c)のテープの真ん中を１周切ったときの輪の様子を絵に描く。

３　十字型テープの(ア)，(イ)を切ったときの様子を絵に描く。

→　全部を切ってしまうと，絵を描きにくくなるので切り方を次のように変える。

→　１本のみ完全に１周だけ切る。２本目は実際には切らずに，切り離された状態だとして（想像して）絵を描いてみる。

５　【発問】「紙テープの形を単純化して見ると，どれとどれが同じ絵になるか？」

→　ねじれがあっても閉じた輪は同じものと見ることにする。

→　(a)と(ア)，(c)と(イ)が同じ絵になること確かめる。

→　切り離したとき同じ絵になることから，(a)と(ア)，(c)と(イ)がそれぞれ同じ結果になることが説明できる。

６　〔まとめ〕

（1） 絵を単純化して描いて見ると，同じつくりになっているかどうかが分かる。

（2） 直線テープの片方の端を360°（1回転）ひねって輪を作った(c)の場合と，十字テープの２組の端同士を互いに逆方向にひねって輪を作った場合（イ）は，テープの真ん中を切ったときにできる２本のテープの関係が絡んでいる絵となるので，どちらも同じ繋がった結果になる。

（3） テープを切ったときの輪の関係が違ってしまうのは，つなぎ方によって切り離したときのテープの絡み方が違ってしまうからである。

（4） 紙テープの裏と表が「あるか・ないか」とか，２本の輪の関係が絡んでいるか離れているかで同じ形か違う形かを考える数学を「トポロジー」という。


	(a)と(ア)は，離れる。

(b)と(イ)は，絡む。

(a)は簡単に描けるが，(c)が前に描いている2本のテープが繋がっている場合と同じ絵になることに気付かせる。

1本に比べて，絵を描くことは難しい。まだ切っていない部分は平行な２本のテープとなると見て絵を描くよう助言する。

輪の交差の状態に注目させる。

絵の様子を見て，つながり方を説明する。

トポロジーについて簡単に話す。

· チェーンを使って両手で四角形，三角形，円を作って見せる。しかしどれも閉じた1本の輪と見ると同じ形。

· 穴の1つ開いたリングを見せて，これとドーナッツとマグカップは，穴が１つ開いているという見方をすると同じ形。


